
鉛蓄電池に合わせた設計
19311シリーズ バッテリーセルサージテスター
は鉛蓄電池セルの正極板と負極板との間の
絶縁品質を試験するための試験器です。電
解質注入前のセルに高電圧サージ/インパル
スを印加します。出力電圧は最大6kVであり、
4端子測定と200MHzのサンプリングレートに
よって高精度な測定を実現しました。また
19311は目的に合わせて1チャンネル機
（19311）と10チャンネル機（19311-
10）のモデルを取り揃えています。

生産ラインは並列試験で効率化
19311-10は10チャンネル搭載で効率よくテ
ストすることができ、1台のユニットで、最大9個
のバッテリーセル試験が可能です。外部スキャ
ナ（A190362）と接続することで最大24個
のバッテリーセル試験用に25チャンネルまで拡
張できます。19311-10による複数セル同時
テストによって試験時間は大幅に短縮でき、た、
生産ラインの生産能力も向上にも寄与するほ
どの効率性を持っています。

高まる絶縁試験需要に応える
電解液注入前の鉛蓄電池セルに対する高電
圧サージは正極板と負極板との間の絶縁距
離および絶縁品質、セパレータ品質、短絡の
有無を識別する試験です。このサージ試験に
より鉛蓄電池の製造ラインにおける不良率を
低減し、鉛蓄電池セルの絶縁品質を高めるこ
とができます。

欠陥を見つけるための8種判定法
19311シリーズは共振波形から絶縁品質を
分析します。判定方法はArea（波形面積
比較）、Diff-Area（波形差分面積比
較）、Flutter（波形フラッター検出）、
Laplacian（波形ラプラシアン検出）、V1
（1次ピーク測定）、V3（3次ピーク測定）、
Peak Ratio、およびΔPeak％の8種類があ
ります。

バッテリーセルサージテスタ
MODEL 19311/19311-10

MODEL 19311/
19311-10

特長
■ 最大出力電圧︓6kV

（※DUT容量による）

■ パルス間隔︓30ms ～ 3000ms

■ 8種類の判定方法
- 波形面積比較（Area）
- 波形差分面積比較（Differential Area）
- フラッター検出（Flutter）
- ラプラシアン検出（Laplacian）
- 1次ピーク測定（V1）
- 3次ピーク測定（V3）
- ピークレシオ（Peak ratio）
- ΔPeak%

■ コンタクトチェック

■ ブレイクダウン電圧モード（BDV Mode）

■ サンプリングレート︓200MHz

■ 最大25チャンネル対応
（オプション品A190362必須）

■ マルチ言語対応
- 英語
- 中国語（繁体字/簡体字）

■ USBドライブ対応
試験波形、テスト環境及びテスト結果の保存、
スクリーンキャプチャ、ファイルバックアップ

■ 視認性の高いディスプレイ

■ 標準インターフェース︓ LAN、USB、RS232

RS‐232USBLANHANDLER

最大24セル試験 鉛蓄電池に最適

バッテリーセルサージテスタ



サージテスト（インパルス電圧印加）

サージテストは電解液注入前の鉛蓄電池セル対して行われる非破壊試験です。短時間かつ低エネルギーのインパルス電圧を印加し、
19311/19311-10の内部インダクタと鉛蓄電池セルを共振させる試験です。19311/19311-10はその共振波形あるいはテスト波形と
サンプル波形を比較することによって、被測定物の鉛蓄電池セルが良好なセルか否かを判定します。電解液注入前の鉛蓄電池セルに高電
圧サージテストを行う主な目的は正極板と負極板との間の絶縁距離が十分にあるかどうか、正極板と負極板との間にセパレータ（絶縁体）
が存在するかどうかを確認し、欠陥の鉛蓄電池セルを検出することで鉛蓄電池の製造の不良率を減少させることができます。共振波形から
読み取れるピーク電圧の減衰過程はバッテリーセルの絶縁品質評価に使用することができます。

8種類の波形判別方法

波形面積分析（Area）
Areaは鉛蓄電池セルの絶縁状態を評価する試験で、テスト波形とサンプル波形の合計面積の差を比較し、正極板と負極板との間の絶縁
特性や、セパレータが正極板と負極板との間に存在するか否かを試験します。試験波形の面積が試料波形の面積よりも小さくなる時、電界
強度/電圧が十分に高い状態で正極板と負極板との

間の絶縁性が悪い、正極板と負極板との絶縁距離が

短い、正と負の間のセパレータプレートが存在しない
などの原因によって、放電によるエネルギーの消費が
発生していることを示しています。

フラッター検出（Flutter）
Flutterはプローブが鉛蓄電池セルに接触/非接触を評価する試験で、評価に使用する関
数は微分方程式を用いて計算した波形の合計値です。プローブが鉛蓄電池セルに接触して
いない場合、静電容量は欠陥のない静電容量よりもはるかに小さいため、印加がオフになる
と共振周波数が非常に高くなり、Flutterの値が大きくなります。したがって、Flutterはプ

ローブが電池セルに接触しているかどうかを検出することができます。

短絡バッテリーセルの場合 湿度の高い環境のバッテリーセルの場合

テスト波形模式図等価回路図

Vo : Internal Output C : Equivalent Capacitance 
Voltage Rp : Equivalent Parallel

R : Internal Resistor Resistance (Separator)
L : Internal Inductor
SW1 : Switch

SW1 OFF (Rp/Q Check)
- V3
- Peak Ratio
- △Peak %

SW1 O N (WV Test)
- Area
- Differential Area
- Flutter
- Laplacian
- V1

波形差分面積比較（Differential Area）
Differential Areaは鉛蓄電池セルの静電容量を評価する試験で、テスト波形とサンプル波形
の差分を比較し、セルの静電容量の差を確認することができます。セルの容量が大きいほど、共振
波形の周波数は低くなるため、鉛蓄電池セルの静電容量が小さい場合には共振周波数が高くな
ります。
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8種類の波形判別方法とアプリケーション

ラプラシアン検出（Laplacian）
Laplacianは鉛蓄電池セルの微小放電を検出する試験で、2次微分方程式を用い、サージテス
ト中の微小放電による試験波形の急激な変化を検出することができます。

第1次ピーク測定（V1）
V1は鉛蓄電池セルの絶縁性を評価する試験で、共振波形の1番目のピーク電圧を測定し
ます。絶縁性が悪い場合やセパレータが正負のプレートの間に存在しない時、電界強度/電
圧が十分に高い場合に放電が発生するため、放出されたエネルギー分だけ、第1ピーク

（V1）は合格品よりも小さくなります。

第3次ピーク測定（V3）
V3は第1次ピーク測定と同じく鉛蓄電池セルの絶縁性を評価する試験で、共振波形の3番
目のピーク電圧を測定します。ピーク測定の原理は同じで、試験する鉛蓄電池セルの絶縁
品質が良好でない場合、エネルギー損失が大きいため、ピーク電圧はより小さくなります。

ピークレシオ（Peak Ratio）
Peak Ratioは鉛蓄電セルの絶縁性を評価する試験で、共振波形の5番目のピーク電圧（V5）と3番目のピーク電圧（V3）の比である
ピークレシオを使用して、鉛蓄電池セルの正負のプレートの間にあるセパレータの絶縁品質を確認することができます。絶縁性が悪い場合や
並列抵抗（Rp）が小さい場合は、エネルギー損失が大きいため、5番目のピーク電圧が小さくなります。したがって、不良品のピーク比は合

格品のピーク比よりも小さくなります。

ΔPeak%
ΔPeak％は鉛蓄電池セルの絶縁性を評価する試験で、テスト波形とサンプル波形のピーク比の差を比較することで、サンプル波形に類似し
た絶縁品質を持つ製品の選別に使用できます。試験電池セルの絶縁品質とサンプル電池セルの絶縁品質が同じ場合、試験波形のピーク
比とサンプル波形のピーク比も同じであるため、ΔPeak％は0％になります。一方、試験電池セルの絶縁品質がサンプル電池セルの絶縁品
質よりも悪い場合、試験波形のピーク比がサンプル波形のピーク比よりも小さいため、ΔPeak％は負の値になります。

クリーンショットを取ることができます。このデータはUSBドライブに
保存もできます。テスト結果も保存でき、ファイル形式はCSVで
す。

電気放電

ピーク電圧図

テスト結果（波形表示）

テスト結果（一覧表表示）

コンタクトチェック（Contact Check）
コンタクトチェック機能は周波数の差によって被測定物が接続されているかどうかを確認する機能です。鉛蓄電池セルが非接続状態になると、
接続された状態の静電容量よりもはるかに静電容量が小さくなることによって、共振周波数が非常に高くなるため、周波数の差を測定するこ
とで被測定物の接続状況を確認することができます。コンタクトチェックの感度を任意に調整することができ、それぞれの試験に応じた精度でコ
ンタクトチェックを行うことができます.

ブレイクダウン電圧モード（BDV Mode）
19311/19311-10には分析用のブレイクダウン電圧モードがあり、開始電圧と終了電圧を設定できます。試験の昇圧を開始して、Area、
Laplacian、Peak Ratioの値がバッテリーセルの耐圧性能を超過しないかどうか確認することができます。このモードを使用しバッテリーセル
に印加する電圧を分析することによって、生産ライン向けのサージテストの試験電圧の最適な値を設定するのに非常に役立ちます。

10チャンネル試験（オプションで25チャンネルに拡張）
19311-10は1台につき10チャンネル搭載しています。1テスト
シーケンス最大9個のセル（最大）をテストできます。また、オプ
ションのスキャンボックス（A190362）を接続することで25チャ
ンネルに増設、1テストシーケンス最大24個のセルをテストできま
す。

スクリーンショット機能/データエクスポート機能
本体のボタン操作により、ディスプレイに表示されている画面のス

V1 V3 V5

v3
Peak Ratio = v5 x100%

∆ Peak % = Peak Ratio Test - Peak Ratio Sample



仕様
Note * : サージテストを行う際、測定精度を確保す
るため、標準テストケーブル（3m以下）を使用してく
ださい。3mより長いテストケーブルを使用した場合には
波形やテスト結果の精度が落ちますのでご注意くださ
い。

仕様は予告なく変更することがあります。ご了承くだ
さい。最新の仕様については弊社営業担当にお問い
合わせください。

H1ST09‐CJ2107

オーダー情報
19311︓バッテリーセルサージテスタ
19311-10︓バッテリーセルサージテスタ（10ch）
A190362 : 16ch拡張ボックス
A190364 : 4端子テストケーブル（カットオフ/1.5m）
A190365 : 4端子テストケーブル（カットオフ/3m）

iOS Android

19311

1. 電源スイッチ
2. 試験開始ボタン
3. 試験終了ボタン
4. LCDディスプレイ
5. ファンクションキー
6. テストキー

本体説明（19311-10）
1 2 3 4 13 14 15 16    17 185 6 7 8 9 10   11    12

7. メインインデックスキー
8. システムキー
9. データエントリ/プログラムキー
10.矢印/エンターキー
11.USBインターフェース
12. テスト端子

クロマアプリで製品の最新情報をチェックできます︕
Search Keyword

13.Handlerインターフェース︓自動生産ライン用
14. スキャナコントロールインターフェース︓A190362 増設ボックス用
15.RS-232インターフェース︓リモートコントロール用
16.LANインターフェース︓リモートコントロール用
17.USBインターフェース︓リモートコントロール用
18. スキャナチャンネル接続端子︓A190362 増設ボックス用

モデル名 19311 19311-10
出力電圧、ステップ 0.10 kV~6.00 kV, step 0.01 kV *
試験電圧 ≧3.00kV @ 50nF
サンプリングレート 200MHz
サンプリングレンジ 11 Range : 1~11 & Auto
パルス数 1~32 & Continue

パルス間隔
30ms~3000ms for ≦ 4kV 
60ms~3000ms for ＞4kV

70ms~3000ms for continue (Screen On) 
30mS~3000ms for continue (Screen Off)

チャンネル数 1 10
LCDディスプレイ解像度 640 x 480 dots (VGA)
波形表示領域 color display 512 x 256 dots

判定方法 Area, Differential Area, Flutter, Laplacian, 
V1, V3, Peak Ratio, ΔPeak %

6セルの試験時間（参考値） Fastest : ≦1.2s
保護警告機能
キーロック Yes (password control)
インターロック Yes
インジケータ表示 GO : Green LED ; NG : Red LED
アラーム GO : Short Beep ; NG : Long Beep
インターネット Handler, RS-232, USB , LAN(Ethernet)
その他使用

動作環境 Temperature : 0℃ ~ 40℃ 
Humidity : 15% to 90% ; R.H @ ≦ 40℃

電力消費 No load : <150VA 
Rated load : <400VA

入力定格 100~240Vac, 50 / 60Hz
寸法(W x H x D) 177 x 428 x 500 mm / 6.97 x 16.85 x 19.69 inch
重量 26 kg / 57.32 lbs

Developed and Manufactured by:
CHROMA ATE INC.
致茂電子股份有限公司 HEADQUARTERS
No. 88, Wenmao Rd., Guishan Dist., Taoyuan City 333001, 
Tel: +886-3-327-9999
Fax: +886-3-327-8898
http://www.chromaate.com
E-mail: chroma@chroma.com.tw

クロマジャパン株式会社

本社︓ 〒223-0057 神奈川県横浜市港北区新羽町888 
TEL:045-542-1118 FAX:045-542-1080

関⻄営業所︓〒556-0011 ⼤阪府浪速区難波中3丁目13番17号
TEL:06-7507-2714 FAX:06-7507-2715
http://www.chroma.co.jp E-mail: info@chroma.co.jp

代理店
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